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群馬菱の実会･月刊機関紙 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/   
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

「
こ
の
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り
」

元
々
は
優
れ
た
親
に
は
立
派
な

子
供
が
生
ま
れ
る
と
い
う
親
子

共
々
の
褒
め
言
葉
だ
が
、
最
近
で

は
逆
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
圧
倒

的
に
多
い
よ
う
に
思
う
。
▼
地
域

の
自
治
会
有
志
で
毎
日
子
供
た

ち
の
下
校
時
に
通
学
路
で
交
通

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
子

供
た
ち
の
マ
ナ
ー
が
極
め
て
悪

い
。
注
意
を
す
る
と
「
う
る
せ
ー
」

「
お
じ
さ
ん
に
そ
ん
な
こ
と
い

わ
れ
る
す
じ
あ
い
じ
ゃ
ね
え
」･･

▼
こ
の
あ
い
だ
注
意
さ
れ
た
子

が
家
で
親
に
言
い
つ
け
、
親
か
ら

自
治
会
長
宅
に
「
な
ん
で
叱
る
の

か
」
と
文
句
の
電
話
が
あ
っ
た
。

耳
を
疑
っ
た
が
、
そ
う
い
え
ば
知

人
の
先
生
が
「
今
ち
ょ
っ
と
き
つ

く
指
導
す
る
と
す
ぐ
親
が
出
て

く
る
」
と
こ
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
代
に
な
っ
た

の
か
。
ま
さ
に
「
こ
の
親
に
し
て

こ
の
子
あ
り
」
。
親
の
躾
け
が
先

決
の
よ
う
だ
。
▼
中
に
は
「
た
だ

い
ま
！
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
る
可
愛

い
子
も
い
る
の
だ
が
・
・
・
・
。 

両
方
の
親
の
顔
が
見
た
い
。 

 
 
 
 

（
篠
崎
辰
夫
） 

 
 
 
 

 

 

 私は１９８５年入社で、静電の圧縮機製造
部技術課に配属され１１年間圧縮機の設計
開発を担当し、1996 年から圧縮機の生産技術
開発と設備導入担当を６年間、品質管理課長
を 4 年間経験した後、パッケージエアコン製
造部を経て、2007 年からタイの MCP 社へ出
向、工場長兼製造管理部長・品証部長を担当
し、2010 年に静電に戻って製造管理部長を拝
命しました。その後、2012 年 4 月から 2 度目
の出向で中国広州の MGC 社へ董事長兼総経理
として赴任し、3 年間担当した後、今日に至
っております。 

さて、馬電は 2011 年に発生した東日本大
震災以降の電力環境の激変を受けて厳しい
事業運営環境の中で、2015 年度を目標とする
「V15 中期計画」の達成に向けて 2013 年度か
らは「V-DASH 馬電 ～馬電再成長に向けて総
力を結集しよう～」のスローガンの下、販売
面、開発面、品質面、製造面各々の重点施策
に全所一丸となって取り組み、着実な成果を
積み上げてきたと認識しています。 

しかしながら、馬電事業を取り巻く環境は
激しく変化を続けており、東日本大震災以降
の給湯機の全需回復の遅れと消費税増税前
の駆け込み需要の反動もあり、2014 年度の実 

績は 2013 年度比で減収・減益を余儀なく
されています。2015 年度は、販売台数の
増及び HP 国内の高付加価値機種構成比
の増等によって、対前年増収・増益を目指
す年度計画を基に、その実行計画を作成
する時期となっています。2015 年度の計
画達成とそれに続けて 2016 年度の黒字
化達成は馬電にとって高い目標ではあり
ますが、「馬電再生」のために必ず実現を
して行かなければならない目標です。 

この達成に向けて、今年度から新たに「G-
Challenge 馬電 ～馬電再生へ総力を結集
して挑戦しよう～」という経営キャンペ
ーンを 2 年間に亘り展開します。これは
基幹事業の高付加価値（Gain）、他熱源対
抗（Gas）と新市場（業務用）、新事業
（Global）の開拓による再成長（Re-Grow）
に、経営体質（QCD）の更なる強化を支え
として、スピード感を持って挑戦し、馬電
再生を実現しようという思いを込めたも
のです。   ～省略～ 

最後に、馬電再生の実現に向けて、これ
から皆さんと共に力を合わせて精一杯取
り組んで参ります。どうぞよろしくお願
いします。 
 

 

就任ご挨拶        所長 望月 哲哉 

＜望月新所長の従業員向けご挨拶から 

抜粋してご紹介します＞ 

 

４月１日付けで内田前所長の後を受け継ぎ、馬電所長を拝命致し
ました望月です。これまで多くの諸先輩が築かれ、創立以来５６年の
歴史を誇る馬電の経営を託されまして、光栄に思うと共に、その職責
の重さに身の引き締まる思いです。 
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 志村 徳雄 さん（平成２７年１月入会）太田市堀口町 

Ｓ４４年５月 入社（資材管理係） 
Ｓ５５年５月 品質保証課 
Ｓ６０年４月 石油ファンヒーター係 
Ｈ２６年３月 保安係で退職 
現在、地元の区長。家庭菜園などを行う予定です。 

 萩原  進 さん（平成２７年１月入会）太田市新野町 

１９７０年入社 

・特電係 ・ファンヒーター係 ・温水器（板金係） 
 ※思い出：ファンヒーターに１年目から２７年間従事した事 
エコキュートの発展を祈っています。 

 町田 光之 さん（平成２７年２月入会）太田市西新町 

昭和４８年４月入社 ～昭和６１年３月まで電子レンジの組立担当 
（半年間「本社技術専修学校」へ入校） 
昭和６１年 4 月：６工場で光ピック生産支援を担当 
昭和６３年 4 月：ジャーポット、朝シャン、除湿機の開発担当 
平成２年８月：組合執行委員（２期４年） 
平成３年：窓用エアコンの組立・開発を担当 
平成６年４月～１７年３月：除湿機・空気清浄機・加湿器を担当 
平成１７年４月：ＭＨＫへ出向。除湿機・空清・加湿器担当 

 加藤 敏哲 さん（平成２７年３月入会）太田市富若町 

１９７０年４月入社（総務課技能訓練生） 
１９７４年４月 工具課試作係 
１９８５年１０月 菱馬テクニカプラスチック係 
２００９年１月 製管部製企課 
退職後 吉田Ｓ／Ｓ勤務 
 

 石井 邦幸 さん（平成２７年３月入会）太田市上小林町 

１９６８年４月入社 約３年間電熱器の製造技術に従事 
その後７年ほど電算機製造、磁気ヘッドの製造技術を担当 
１９７８年から２０年ほどモーター、基板実装製造技術を担当 
１９９８年～工機、給湯器、生産技術を担当 
２００７年～本総 企画課庶務担当（内１年間サカエ出向） 
２０１０年３月 定年退職 
既に退職して５年が経過しましたが、その間は田畑がありますので、
家庭菜園をして季節を感じています。また、１０年以上休眠していた
ゴルフをエンジョイしています。 

  他に、「 名倉 弘幸 さん 」（神戸市灘区森後町）が入会されました。 

 

 

 
 祝長寿（ 喜寿 ） 

 

  長嶺  元 様 太田市末広町 77 歳(1938/05/11) 

 

【 新入会員紹介 】 

 

 
 
 

 

 

 

 

 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 会員投稿 】 

昔を思い出させてくれたカラオケ会       山田 好一 

現役を退いたら入会を決めていた「菱の実カラオケ会」。介護に追われていた時が

過ぎて、それを機に入会、既に一年以上となった。会長をはじめカラオケ会は歌うだ

けでなく、メンバー同志が和気藹々で、実に楽しいひと時を過ごしている。 

ある日昔話でまだ自家用車の時代でなかった若い頃に、協力会社さんの図らいで車

を貸して頂ける事になった。「スバル３６０」大喜びで可愛い車内に大の男四人で海

を眺めるドライブを実行した。免許取り立ての SH さんが運転手、何の不安も考えず、

大洗海岸、潮来、鹿島神宮等の日帰りコース、各種のハプニング、思い出しても吹き

出してしまう様な楽しい旅を過ごした。 

無事に済んで社長さん宅へお土産とお車をお返しした、車を貸しては見たものの若

者達への車の提供は、ちょっと不安、さぞかし社長さんは胸を撫で下ろされただろう

と思う。今でもその感謝は忘れない。 

そのお話が種になり、昔の仲間で再びドライブを決行しようと相談がまとまった。 

今回は十分なスペースのあるワゴン車、そして沢山の飲み物、お菓子。高速は開通し

てはいるが、「金がかかる事はダメ！」と協議一決、下道で行く事となった。５０号

線で大洗を目指す、途中の出雲大社を参拝、町並みは変わったものの、昔の道程をた

どるドライブ。昔話にまたまた花が咲く。那珂湊漁港、大洗港の散策と買い物、そし

て昼食は大洗「母ちゃんの店」手頃な値段千三百円の刺身定食、鯛のダシが効いた旨

い味噌汁が腹にしみた。メンタイパークや、アウトレットの見学、昔は何もなかった

のにと思う。帰路は「雨引観音」に参拝、ここは孔雀やアヒル、ダチョウ等の鳥が放

し飼いになっていて有名。 

今回は潮来や鹿島まで足が伸びなかった、昔 

のエネルギーが不思議に思える。今回は私が運 

転、先輩の SH さんは後部座席でチビリ、チビリ 

とやりながら楽しい笑いと、イビキを提供して 

くれ、車内は大いに盛り上がり本当に楽しい一 

日だった。 

思えば入社してわずか、上司や先輩方にめぐ 

まれ、無我夢中で過ごしたあの頃、その中であ 

のドライブは、光り輝いている。 

カラオケ会で先輩の SH さんと会って、あの 

ドライブを思い出し、再度実現出来たのは入会 

したからこその出会い喜びである。これからも 

もっと楽しい事があると思う。カラオケ会これ 

からも宜しく！そして有難う。 

１．生産と消費のヘイコウ（   ）を保つ。 

２．いつまでも平和が続くホショウ（    ）などない。 

３．ソッチョク（   ）に言って勝ち目はない。 

４．当時は盗賊が四方にオウコウ（    ）した。 

５．私たちの間にはアンモク（    ）の了解があった。 

６．言語活動のキハン（    ）となる文法。 

７．意地を通せばキュウクツ（    ）だ。 

８．彼は常に雨具をケイタイ（    ）している。 

９．ケッサク（    ）としての評価が高い。 

10．責任感がケツジョ（    ）している。 

 

 

脳をきたえる！ 

漢字の書き取り 

 

 

 
 

 

答えは本紙の最後に

あります。 

 



No．２６６（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

６月の囲碁愛好会 ６月８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の将棋愛好会  

６月の麻雀愛好会 
６月１１日（木）２５（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 6/9 日、23 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の 
グラウンドゴルフ例 

６月２２日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止）用具のない人もＯＫ 

第７１回ゴルフ愛好会 ６月９日（火）  上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月６日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 30 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

７月の 

パソコンサークル 
７月６日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 ７月６日（月） １５：００ 労組会議室 
 

６月の編集委員会 
６月１５日（月）  

１３：３０ 
労組会議室  
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編
集
後
記 

・
菱
の
実
会
総
会
も
終
わ
り
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
し
い
行
事
や
サ
ー
ク
ル

も
生
ま
れ
益
々
の
活
動
活
発
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

・
今
馬
電
は
、
構
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
変
更
工
事
が
始
ま
り
、
工

事
車
両
や
機
材
が
入
っ
て
慌
た

だ
し
い
。
そ
し
て
所
長
も
代
わ

り
新
た
な
経
営
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
馬
電

再
生
の
足
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

篠
崎)

 

 

 

平
衡
、
保
証
、
率
直
、
横
行
、
暗
黙
、

規
範
、
窮
屈
、
携
帯
、
傑
作
、
欠
如 

 

長谷川哲男さん（享年７８歳） 

３月１４日にご逝去されました。  
ご冥福をお祈り申し上げます。 

 


